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中国におけるブラジャー装着に関わる母娘の意識
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The Awareness among Chinese Mothers 
and Daughters about Wearing Bras

Lili Zhuang

Abstract: Researchers from various nations have become increasingly interested in breast 
growth and bra-wearing as female puberty-timing advances and breast development ages 
continue to fall. To identify the issues related to underwear education in families, this study, 
which has a particular focus on China, examines the current state of breast development and 
bra-wearing among high school girls and their mothers and the correlation between mothers 
and daughters. The fi ndings revealed that, while most women and girls in China are aware that 
wearing a bra properly can aff ect their physical development and health, their awareness of 
breast development and bra-wearing knowledge is insuffi  cient, and the status quo of wearing 
bras is not ideal. Mothers play a crucial role in educating their daughters about bra-wearing 
in three respects: knowledge and understanding, present circumstances and behaviours and 
interest and desire to learn. However, the unsatisfactory state of educational outcomes in 
families on the issue of bra-wearing is often due to the mothers' insufficient knowledge and 
information, improper teaching techniques and a lack of communication with their daughters.
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１．はじめに

　21世紀以降，多くの国で初潮年齢の低下傾向は徐々
にみられなくなったが，乳房発達の起動年齢が著しく
早まったという報告がみられ１），女子の乳房の発達状
況に注目が集まった。女子の第二次性徴発達に関する
教育は，乳房の発達やブラジャー装着に関する内容を
抜きにしては検討することができない。
　日本では，思春期におけるブラジャー装着に関す
る教育の必要性が多くの教育研究者によって指摘さ

れ２－４），執筆者ら（2020）５）も，日本の女子高校
生およびその母親のブラジャー装着に関わる母娘の
意識や行動の関係性を検討した。オーストラリアの
McGhee ら（2010）６）は乳房やブラジャーについて
の思春期向けのガイドブックを設計し，女子スポーツ
選手を対象に配り , その教育の意義と有効性を検証し
た。また，イギリスの Omrani ら（2019）７）は思春
期における女子の乳房に関する意識や行動などを測定
する尺度を作成し，それらを，乳房の健康を目指す教
育研究の従事者に資料として提供した。
　なお，中国では，教育部が2008年末に「中小学健
康教育指導綱要（指導要領）」８）を公布し，思春期に
おける心身の変化について小・中・高校を各段階に
分けて学習目標と学習内容を明確に定めた。その中
で，適切なブラジャーを選択し正しく着けることが中
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学校段階の学習内容として示され , その学習の必要性
が認められた。一方，馮秀娟ら（2016）９）の調査で
は，中国の小・中学生の半数以上が初潮または夢精
の時に不安を感じていたことが指摘され，黄光梅ら

（2016）10）の調査でも，第二次性徴期の身体の変化に
ついて理解していると回答した女子中学生は新入生
のわずか35.0％にとどまったことが明らかになってい
る。さらに , 中国の西南地域における女子大学生を対
象にした調査（梁偉紅ら，2013）11）では，87.0％の女
子大学生はブラジャーを着け始めるべき時期が分から
ず，74.5％はブラジャーの装着を恥ずかしい，不安だ
と思った経験があることが明らかになっている。これ
らの研究から，学校での女子の第二次性徴の発達やブ
ラジャー装着については，望ましい教育成果が得られ
ていないことが推察できる。
　工藤ら（2002）12）は，母親のボディイメージなど
の「健康の捉え方」が娘へと伝承されて獲得されるこ
とから，母親の意識や行動が思春期の娘の健康行動に
大きく影響していることを究明した。また，劉録護

（2013）13）によれば，女性の衣服着装意識はライフス
テージにより変化し，常に母親からの影響を受けてい
ることが明らかになっている。このように母親は娘の
第二次性徴に関わる教育で重要な役割を担っており，
特にブラジャー装着に関する指導では母親が欠かせな
い役割を果たしている。しかし，中国における多くの
研究は主に初潮や性的知識に焦点を当てており14），思
春期における女子を対象とした乳房の発達やその変化
に対応するブラジャーの装着についての調査研究はみ
られず，さらに家庭でのブラジャー装着に関する教育
の実態や，母親のブラジャー装着に関わる意識が娘の
意識にどのような影響を及ぼしているのかについて検
討した研究もみられなかった。
　そこで本研究では，中国の第二次性徴期における女
子およびその母親の，乳房発達やブラジャー装着に対
する意識や実態を，質問紙調査によって分析するとと
もに，ブラジャー装着に関わる母娘の意識の関係性を
捉え，家庭でのブラジャー装着に関する教育の実態や
課題を明らかにすることを目的とした。

２．方法

1）調査対象
　調査対象は中国福建省泉州市の公立 Y 中等学校の
高校部へ通う１～３年の女子生徒とその母親300組，
母娘合計600人であった。Y 中等学校は泉州市の郊外
にあり，中，高一貫の中規模校である。
　泉州市は中国福建省東南部にあり，福建省で最大の

885万（2021年）の常住人口を持ち，福建省の三大都
市のひとつである。また，泉州市は福建省の経済の中
心であり，産業構造は「ものづくり」の第二次産業を
軸にし，靴，衣服，石材，磁器などの産地として有名で，
2021年まで23年間（1999年～2021年）に渡って GDP
が福建省の第一位であった15）。
2）調査期間および調査方法
　調査期間は2021年１月であった。
　調査用紙を対象校の校長に郵送し，授業外に担任教
師から調査の主旨を説明し，母娘のアンケート用紙を
同封で配付し，自宅にもって帰らせて自宅で回答して
もらい，母娘分を同封で回収した。
3）調査内容
　調査項目および回答選択肢は，母娘のブラジャー装
着に関わる意識を「乳房の発達に関する内容」，「ブラ
ジャー装着に関する内容」とそれらの「教育・学習に
関する内容」の三つ内容枠から捉え，Table1に示し
たように，基本属性を問う２つの項目を除き，母娘と
も15項目を設定した。その中で，１～３，５～６，８～
10，12の９項目の質問内容は母娘で同一とし，４，７，
11，13の４項目の内容は同一であるが，娘には自分自
身のことを聞き，母親には娘のことを聞くものであっ
た。調査内容の日本語訳は日本語能力試験 N1に合格
した筆者および他の中国人留学生２名が行い，家庭科
教育を専門とする大学教員２名が確認を行った。
4）分析方法
　分析にあたり，三つの内容枠を，娘，母親別に，回
答者の「知識・理解」，「実態・行動」，「関心・意欲」
を問う枠組みに再構成し，観点別に分析を行った。
Table1に示した各項目の回答選択肢ごとの回答率を
算出し，娘と母親の「知識・理解」，「実態・行動」，「意欲・
関心」の観点別の結果をそれぞれ Table2～4に示した。
次に，ブラジャー装着に関わる母娘の意識の関係性を
検討するため，Table1に示したとおり，評価点の最
高得点を10点として選択肢ごとに得点を定め，母娘で
同一の項目については得点平均値のピアソン相関係数
を求めた。また，娘の３観点の得点平均値の合計得点
と，母親の知識・理解，実態・行動，関心・意欲の観
点別の得点平均値の関係について，重回帰分析を行っ
た。さらに母娘それぞれを得点平均値の高低によって
グループ分けして組み合わせ，「実態・行動」のうち「教
育・学習に関する状況」に関わる項目に関して，群
間の差について Kruskal-Wallis 検定を行うとともに，
基本データを用いて，母親たちの娘へのブラジャー装
着に関する教育の特徴を分析した。調査の集計および
解析には Microsoft Excel（2016）を使用した。また，
統計ソフト SPSS（IBM SPSS Statistics 29）を用いて
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分析し，考察した。なお，本研究は広島大学の研究倫
理審査を受け承認された。

３．結果および考察

　調査用紙は母娘同封で234部を回収した（回収率
78.0％）。その中で Table1の項目に全て回答した母娘
152組を対象として分析した。有効回答率は65.0％で
あった。
（１）調査対象の属性
　女子高校生の娘の年齢構成については，15歳
13.2％，16歳32.9％，17歳29.6％，18歳21.7％，19歳2.6％
であった。母親については，40代が73.7％と最も多く，
30代19.7％，50代5.3％であった。母親の最終学歴に
ついては，81.6％が中学校卒業，7.9％が高校卒業 , 合
わせて89.5% で，そのほかは10.5％であった。中国の
2020年の全国人口調査のデータによれば，全国におい
て30代と40代の女性の最終学歴は，高校卒業以下（高
校卒業も含む）が80.1％であることから16），本調査の
母親の最終学歴は全国のデータと近似していた。また，
生活形態について，下宿・寮などで家族と離れて生活
している娘が30.9％であった。
（２）ブラジャー装着に関わる娘と母親の意識
1）知識・理解
①娘
　知識・理解を問う項目として設定した項目１～６，
14の各回答選択肢の回答率を Table2に示した。下着

が健康に影響を及ぼすこと（項目４）について，「と
ても思う」，「思う」と肯定した娘は99.3％であった。
ほぼ全員が適切な下着を正しく身に着けることの大切
さを認識しており，意識が高いと捉えることができる。
一方，乳房発達のステップ１，２，３への理解（項目１
～３）について，「知っている」，「聞いたことがある」
と回答した娘はいずれも半数を超えたが，乳房の発達
ステップ１を知らない娘（38.8％）のうち，96.6％は
ステップ２とステップ３についても知らないと回答し
た。即ち，30.0％を超える娘は高校生になっても乳房
発達の順序やプロセスについて全く知らず，３人に１
人は無知蒙昧である状態で第二次性徴期の発達を迎え
た実態が推察できた。また成長期向けのブラジャー（項
目５）を知らない娘は41.4％であった。さらに，ブラ
ジャーのサイズ表示（項目６）について，「あまり分
からない」，「分からない」と回答した娘は合わせて
71.7％であった。ブラジャーの役割（項目14）につい
て，「プロポーションやボディを美しく整える」，「ス
タイルを保つ」というファンデーションとしての役割
以外，「知らない」という回答はいずれも30.0％を超
えた。多くの女子高校生のブラジャーの役割に対する
理解は，スタイルの補正やスタイルを保つという限定
的な役割にとどまり，ブラジャーの役割に対する理解
が不足しており，一面的に捉えていることが明らかに
なった。
　中国の第二次性徴期における女子高校生の娘は下着
の装着が健康と繋がっていることに気づいてはいる
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が，多くの女子高校生は乳房の発達についての基本的
な知識をもっていなかった。また，成長期向けのブラ
ジャーがあることを知らず，ブラジャー表示の具体的
意味や役割についての認識も不足しており，第二次性
徴期に関わるブラジャー装着に関する知識・理解が低
いと考えられる。
②母親
　娘と同様に，ほとんどの母親（96.7％）もブラジャー
を含む下着全般が娘の健康に影響を及ぼすことを認識
していたが，乳房発達の３つのステップ（項目１～３）
や成長期向けのブラジャー（項目５）があることにつ
いて，「知らない」と回答した母親はいずれも30.0％
を超えた。また，30％近くの母親はブラジャーのサイ
ズ表示（項目６）の具体的意味が分からなかった。即
ち３～４人のうち１人の母親は，乳房発達の知識，あ
るいはブラジャーに対する基本的認識が欠如している
実態が明らかになった。すでに発達過程を経験し，ブ
ラジャーを長年着けてきた女性として，乳房発達やブ
ラジャーについての知識・理解が不足している実態は，

理想的とは言えない。
2）実態・行動
①娘
　実態・行動を問う項目として設定した項目７～10の
回答選択肢の回答率を Table3に示した。自分の乳房
が膨らみ始めた時期（項目７）について，「覚えてい
ない / 分からない」と回答をした娘は49.3％で半数に
近かった。自分の乳房の膨らみ始めた時期を知らない
ことは，乳房発育の順序やプロセスについての知識の
欠如に繋がり，これらの娘たちは無意識のままこの時
期を迎えたと考えられる。またはこの時期の重要性を
あまり意識しておらず，時間の経過とともに，記憶が
薄らぐのではないかとも思われる。項目８，９により，
ブラジャーを着けることに慣れ始める第二次性徴後期
に至っても，74.3％の女子高校生は自分のブラジャー
のサイズが分からず，しかも41.4％の娘は購入する際
に試着も採寸も行っていない実態が分かった。サイズ
が分からないにしても，試着や採寸もしないまま適当
にブラジャーを購入し，また，試着も採寸もしない故
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にサイズが分からないまま自分の身体に合わないブラ
ジャーを買ってしまうという悪循環になっている傾向
があると思われる。ブラジャーを正しい洗濯方法や干
し方で行っているか（項目10）との問いに，肯定的
な回答は70.0％近くに上った。多くの娘は自分のブラ
ジャーの手入れ方法に自信をもっていることが示され
たが，否定的な回答をした者も30.9％みられた。ブラ
ジャーの手入れ方法に関する指導の普及が求められて
いる。一方，月経や乳房の変化およびブラジャーにつ
いて身近な女性やその他の家族との相談の有無（項目
11）について，否定的回答が43.3％であった。即ち，
高校に至っても半数近くの娘は月経や乳房の変化およ
びブラジャーについて身近な女性やその他の家族と相
談しない，あるいは話しづらい状態であることが明ら
かになった。また，学校で女性の身体の変化に関する
生理の知識を学んだことの有無（項目15）について，

「あまりない」，「ない」と回答した娘は36.9％であった。
中国の教育部は健康教育として思春期における心身の
変化に関する小・中・高校の学習目標と学習内容を定
めた９）が，まだ女子高校生３人のうち１人は女性の
身体の変化に関してあまり学んだことがない，もしく
は学んだことがない実態がみられた。彼女らはその学
習が不足していることを認識していると考えられる。
健康教育の実施状況が学校や学年によって異なり，教
育成果の評価が難しい現状も示された。
　以上のことから，中国の女子高校生の第二次性徴に
関わるブラジャー装着に関する実態・行動もあまり望
ましい状況ではないと思われる。
②母親
　項目８～10の母親自身のブラジャー装着の実態・行
動を問う３つの項目について，自分のブラジャーのサ
イズが分からない（項目８）母親は71.7％であった。
また，80％以上の母親がブラジャーの購入時の試着と
採寸（項目９）を両方，あるいはどちらかを行っていた。
自分の乳房に合うブラジャーを選ぶために，購入する
度に試着や採寸を行うことが提唱されており，この点
からみると中国の母親は自分の体に合うブラジャーを
購入していると考えられる。一方，自分のブラジャー
のサイズを知らないために，購入時に必ず試着や採寸
をしサイズを再確認しなければならないという実態も
あるように思われる。項目10により，84.2％の母親は
正しい方法で手入れしていると考えている実態がみら
れた。
　また，娘との関わりやブラジャー装着に関する教育
についての実態・行動を問う項目７，11，14～15をみ
ると，娘の乳房の発達時期（項目７）について，「知
らない / 分からない」と回答した母親は27.6％であっ

た。多くの母親は娘の乳房の膨らみ始めた時期に関心
をもって把握していたことが明らかになったが，約
1/4の母親が娘のこの大切な時期に注視しなかったこ
とは課題であろう。中国では，中学校から学校の寮
に住む生徒が多く，夏休みや冬休み以外には週に一
回，または月に一回家に帰るのが一般的である。本調
査では，下宿・寮などで家族と離れて生活していると
回答した娘は30.9％であった。このことが，多くの母
親が娘の発達状況を把握することができない原因の一
つだと考えられる。また，月経や乳房の変化およびブ
ラジャーについて娘との相談頻度（項目11）を聞く
問いでは，「あまりない」，「ない」と回答した母親は
36.8％であり，３人のうち１人の母親は娘とあまり話
し合っていない，あるいは話したことのない現状が
みられ，多くの母親は月経や乳房の変化およびブラ
ジャーについて，娘とのコミュニケーションが不足し
ていると思われる。ブラジャーについて娘に教えた
か（項目14）との問いにおいて，多くの母親が娘に教
えたのは「衛生的に毎日着替える」（74.3％），と「ブ
ラジャーの洗濯方法とブラジャーの干し方」（63.2％）
であった。しかし，「ブラジャーの取り扱い表示の見方」
について娘に教えた母親は17.1％に止まった。中国の
母親はブラジャーを衛生的に着替え，手入れすること
を大事にしている一方，ブラジャーの役割や着ける意
義，またどのように適切なブラジャーを見分け，選ぶ
かについてあまり重視していない実態がみられた。さ
らに，成長期向けのブラジャーに関する知識や情報（項
目15）について不安を感じている母親は66.5％であっ
た。ブラジャー装着に関する教育に重要な役割を担っ
ている母親の知識が欠如している実態がみられた。
3）関心・意欲
①娘
　ブラジャー装着に関する関心・意欲を問う項目とし
て設定した項目12，13について，Table4に示したよ
うに肯定的な回答をした娘はいずれも半数を超え，乳
房の変化とブラジャーについての学習意欲を示した娘
は84.2％であった。学校で教えてほしい理由について，

「より科学的，正しい知識を学べる」，「周りの人と保
護者があまりわからないので，専門家により科学的な
知識を普及してほしい」，「ネットを調べても，情報が
少ない」などの自由記述が挙げられた。多くの娘は乳
房の発達やブラジャー装着について関心をもっている
うえ，ブラジャー装着に関する家庭や社会教育の乏し
さを感じ，学校教育において系統的で科学的な学習を
望んでいることが明らかになった。
②母親
　項目12，13において , 肯定的な回答をした母親はい



 

p p

Table4　関心・意欲における母娘の項目回答率

Table5　母娘の項目間の相関係数
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ずれも90％を超えた。即ち，ほとんどの母親は乳房の
変化とブラジャーについて学ぶ意義を認め，学ぶ必要
性を感じていることが示された。また，多くの母親ブ
ラジャー装着に関する正しい知識や情報の欠如による
指導の課題を感じていることから，娘本人より，母親
の方が娘に学校でそれらについて学ばせたいと考えて
いることが明らかになった。
（３）ブラジャー装着に関わる母娘間の意識の関係性 
1）ブラジャー装着に関わる母娘の意識の関係性
　ブラジャー装着に関わる母娘の意識の関係性を確認
するにあたっては，母娘の質問内容が同一である１～
13項目を用いて分析を行った。まず，１～13項目の得
点平均値で項目別の相関係数を算出し（Table5），有
意な相関がみられた項目の相関係数を太字で表示し
た。Table5に示したように，計169箇所のうち61箇所
に有意な相関がみられ，その割合は全体の三分の一を

超えた（36.1％）。ブラジャー装着に関わる母娘の意
識には関係性があると考えられ，ブラジャー装着に関
わる母親の意識は娘に影響を与えていることが示唆さ
れた。続いて，ブラジャー装着に関わる娘の意識は母
親のブラジャーに関する知識・理解，実態・行動，関
心・意欲のどの観点に影響を受けているか，どの観点
からの影響が大きいかを重回帰分析で明らかにした。
娘の３観点の得点平均値の合計点数を従属変数に，母
親の観点別の得点平均値を独立変数として重回帰係数
を求め，Table6に示した。その結果，重相関係数（R）
は統計的に有意であった（R=0.525，F ＜0.01）。また，
標準回帰係数から，独立変数の３観点ともに相互作用
が有意であり（p 値＜0.05），母親の知識・理解，実態・
行動，関心・意欲はいずれも娘の意識の影響要因であ
ることが確認された。その中でも，実態・行動の標準
回帰係数が最も大きく（r=0.710），次いで知識・理解



R R2 R2 F

t p

Table6　ブラジャー装着に関する娘の意識と母親の3観点の重回帰関係

Table7　グループの項目回答における群間差の検定

    A  

   

x=15.335 

Fig.1　母娘の３観点の得点平均値の合計点数分布
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（r=0.530），関心・意欲（r=0.377）の順であった。以
上のことから，ブラジャー装着に関する母親の知識・
理解，実態・行動および関心・意欲のいずれも娘に影
響を与えており，その中でも，母親のブラジャー装着
に関する日常的行動が最も強い影響を及ぼしているこ
とが確認できた。
2）ブラジャー装着に関する家庭教育の課題
　前項までの分析の結果，中国の母親は娘のブラ
ジャー装着について娘に多面的に影響を与えているこ
とが明らかとなった。そこで，ブラジャー装着に関す
る家庭教育の課題やその改善への示唆を得るため，母
親たちの，娘へのブラジャー装着に関する教育の特徴
を明らかにすることを試みた。
　観点別の得点平均値を合計し,それぞれの中央値（母
親 y ＝18.68，娘 x ＝15.335）によってグループを高群
と低群に分けた。母親と娘の合計得点分布を散布図と
して Fig.1に示す。母と娘それぞれについて中央値よ
り高い群を高群，中央より低い群は低群とし，A「母
高－娘高群」，B「母高－娘低群」，C「母低－娘低群」，
D「母低－娘高群」の４つのグループを設定した。
　それぞれに含まれた母娘数は，順に49組，27組，49
組，27組であった。本項では，「実態・行動」のうち

「教育・学習に関する状況」に関わる項目である，項
目11，14，15を分析対象とした。各項目の回答に群間
の差があるかどうかを確認するため，Kruskal-Wallis
検定を行い，その結果を Table7に示した。
　Table7に示したように，３つの項目のうち，月経
や乳房の変化およびブラジャーについての相談頻度を
問うた項目11のみ３観点の合計得点の高低による四

つの群間に有意な差がみられた（p ＜0.001）。項目11
における各群の特徴をみると（Fig.2），母親の３観点
の合計得点が高い A 群と B 群では，娘と月経や乳房
の変化およびブラジャーについて話をすることが「よ
くある」，「ある」のと回答した母親が７割を超えたの
に対し，得点の低い C 群と D 群では４割に止まった。
即ち，ブラジャー装着に関する意識の高い母親は，娘
とブラジャー装着に関するコミュニケーションをより
多くとっていたといえる。しかし B 群（母高－娘低）
では，母親が月経や乳房の変化およびブラジャーにつ
いて娘とコミュニケーションを交わしている一方で，
娘の得点は低かった。これは，B 群の母親たちの指導
内容や指導方法が妥当でないからではないかと考えら
れる。



  
 
 
 
 
 
 
 

Fig.2 母親の項目７のグループ別の回答率 Fig.3 母親の項目14のグループ別の回答率
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　ブラジャーについて娘に教えるべき６つの事項（項
目14）について，母親が娘に教えたと回答した数を 「３
つ未満」と「３つ以上」に分けて集計したところ，そ
れぞれ55.9％と44.1％であった。即ち，１つか２つし
か娘に教えていない母親が半数を超えていた。これは，
四つの群間に有意な差がみられなかった検定結果と一
致し（Fig.3），どのグループでも過半数の母親はブラ
ジャー装着について娘にあまり教えていなかった。母
親のブラジャー装着に関わる意識の高低に関わらず，
母親はブラジャーについて意識的に娘に教えることが
少ない実態が明らかとなり，全体的にブラジャー装着
に関する教育意識が低いと推察できる。Fig.3に示し
たように，B 群と D 群では，一部の母親はブラジャー
について娘に多く教えたにしても，娘の得点が低かっ
た。母親が教えたとしても，娘の意識が上がらない実
態もみられ，娘への教育効果にはバラつきが大きいと
いう課題がみられた。
　また，項目15について，前述のように成長期向けの
ブラジャーに関する知識や情報について不安を感じて
いる母親が66.5％であった（Table3）。さらに項目15
に関して群間差が認められなかったことから，母親の
ブラジャー装着に関わる意識の高低に関わらず，母親
が正しい知識や情報をもっていないことが，教育の質
の低さや，教育的効果を得られない原因の一つだと推
測できた。母娘が月経や乳房の変化およびブラジャー
についてコミュニケーションをとることが，娘のブラ
ジャーに関する教育に重要な役割を果たしていること
が明らかになった。一方，母親の教育意識が低く，自
身の知識の欠如，また指導内容や指導方法に妥当性が
ないことが課題だと考えた。母娘のブラジャーについ
てのコミュニケーションの機会や場を設けることと，
母親の教育意識を高めるための母親向けの教育方法や
情報の提供が必要とされている。

４．まとめ

　母娘のブラジャー装着に関わる意識について，乳房
の発達に関して，母娘とも乳房発達のプロセスやブラ
ジャーについての基本的な理解が不足していた。多
くの娘は無意識のまま乳房が膨らみ始める時期を迎
え，母親も娘の乳房の発達状況を把握しておらず，こ
の時期を過ごしていた実態がみられた。ブラジャー装
着に関して，ほとんどの母娘は正しく下着を着けるこ
とが健康に影響することを認識していたが，自分のブ
ラジャーのサイズさえ知らない割合は母娘がいずれも
70％以上であった。多くの娘はブラジャーの役割に対
する理解が不足しており，購入時の試着や採寸状況，
またその手入れ状況も望ましくない一方，乳房発達や
ブラジャー装着についての母娘のコミュニケーション
が少ない実態が明らかになった。教育・学習に関して，
娘のうちの三分の一以上が学校での身体の変化につい
ての学習が不足していると認識していた。また，多く
の母親は，自分がもっているブラジャー装着に関する
知識や情報に不安を感じており，ブラジャー装着につ
いて意識的に娘に教えた内容が少なかった。乳房の
変化やブラジャー装着に関する知識の欠如によって，
80％以上の母娘がその知識を学ぶ必要性を認め，学校
教育において系統的で科学的な学習を望んでいた。以
上より，中国の母娘ともブラジャーの装着に関わる意
識は高くない実態が明らかになった。
　また，中国におけるブラジャー装着に関わる母娘の
意識の関係性について，知識・理解，実態・行動，関
心・意欲の３観点とも相関関係がみられ，中国の母親
は思春期にある娘の第二次性徴に関わる下着教育にお
いて，重要な役割を果たしていると考えられる。一方，
母親自身の知識や情報の欠如，指導方法が適切ではな
いこと，娘とのコミュニケーション不足によって，そ
の教育効果が得られないことが課題として挙げられ
た。母娘双方のブラジャー装着に関わる意識を高める
には，母親へ正しい知識や情報を提供し，母親のブラ
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ジャー装着に関わる意識を高めるとともに，適切な指
導方法を伝え，ブラジャー装着に関する家庭の教育力
を高めることが急務だと考える。 
　田井17）は，家庭教育は学校教育と地域のもつ教育
力を基盤に，本来の教育力を取り戻さければさらない
ことを指摘した。家庭の教育力の低下，また学校教育
における諸問題を改善する手立てとして，家庭，学校
と社会教育の連携・協働の意義が多くの研究で論証さ
れ18）19），さらに中国では「家校社協同育人」が国の
教育方針として挙げられている20）。ブラジャー装着に
関する母親の意識やその家庭の教育力を高めるには，
学校教育における専門知識の系統的学習の支援が望ま
れ，また，下着を含むほとんどの衣服が産業体系の中
で生産される現代社会では，下着メーカーや専門家に
よる情報提供も求められる。
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